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1. はじめに 

 近年、西日本豪雨や台風第 19 号等により、日本

各地で多くの斜面災害が発生している。その素因と

して、降雨時に侵食されやすいまさ土が挙げられて

いる。一方、福島県二本松市で度々、豪雨により斜

面災害が発生している。特に市内東側の阿武隈山

地にある地域は風化した花崗岩が広く分布してお

り、まさ土による被害が多く発生した。本研究では、

二本松市より入手した過去の災害記録を用いて斜

面崩壊の特徴を整理した。さらに、地質、地形、降

雨状況から斜面災害の素因と誘因を分析し、斜面

崩壊の危険性が高い箇所を推定した。 

2. 調査方法 

 平成 25 年から 29 年にかけての被災箇所の写真

や状況資料をもとに年度や被災状況ごとに整理し、

斜面崩壊の特徴を調査した。各災害の被災箇所数

を表-1 に示す。全箇所数は 136 箇所である。素因

の地質は、みちのくGIDAS1)の表層地質図、地形は

数値標高モデル 2)に収録されたデータを用いた。こ

こでは主に地質について詳細を示す。誘因である

降雨データは気象庁のホームページ 3)と市役所より

入手したレーダー雨量を用いて発生要因を分析し

た。 

3. 調査結果 

3.1 斜面崩壊の特徴 

 斜面崩壊の分類を図-1 に示す。盛土かつ自然斜

面は 1～4、切土かつ自然斜面は 5で崩壊状況を 5

つに分類した。被災状況の統計および斜面災害の

地区別箇所数を図-2、図-3に示す。図より、道路斜

面の路肩、法面、法肩崩壊等の被害が多いことが

分かった。特に平成 25 年 8 月災害は被災箇所数

が最も多く、初森・西新殿地区で多く被害をもたらし

た。27 年 9 月は田沢・戸沢地区で被害が多かった

が、25年 8月より被災箇所数は少なかった。27年 7

月と 29年 10月は比較的被害が少なかった。 
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図-1 斜面崩壊の分類   

図-2 被災状況の統計   

図-3 斜面災害の地区別箇所数(上位 11 箇所)     
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3.2 発生の素因と誘因 

 二本松市の地質分布状況とその統計を

図-4、図-5 に示す。二本松市の東北自動

車道より東側はピンク色が主体の花崗岩分

布地域であるが、詳しく見ると角閃石黒雲

母花崗閃緑岩、角閃石黒雲母トーナル岩、

白雲母黒雲母花崗岩等が分布する箇所で

被災している。しかし、25年 7月災害は礫・

砂・泥、火山噴出物(安山岩質火砕物、火

山砕屑物)の地質で斜面災害が発生した。

斜面災害別の降雨状況を表-1 に示す。い

ずれの時期も被災箇所に最も近い場所で

観測された雨量である。平成 25年 7月と 8

月災害は短時間で 120mm 以上の非常に

激しい雨が観測された。しかし、被災箇所

数は 25 年 8 月が 76 箇所に対し、25 年 7

月は 18 箇所であった。このことから花崗岩

類の斜面は非花崗岩類の斜面よりも災害

が発生しやすいと考えられる。また、花崗

岩類で被災した災害で比較すると、短時間

で強い雨は長時間続く弱い雨よりも被災箇

所数を増加させ、表層が侵食されやすいと

考えられる。 

4. まとめ 

二本松市の災害データを用いて斜面崩壊の特

徴と発生要因を分析した結果、以下のことがわか

った。 

1)二本松市は道路斜面の路肩、法面、法肩崩

壊が多く、初森、西新殿、田沢、戸沢地区で多く

発生した。 

2)角閃石黒雲母花崗閃緑岩、角閃石黒雲母ト

ーナル岩、白雲母黒雲母花崗岩等が分布する地

域で被害が発生しやすい。 

3)同じ程度の雨量であっても、花崗岩類の斜面は非花崗岩類よりも災害が発生しやすい。また、花崗岩類の斜面

は短時間で強い雨の方が長時間続く弱い雨より斜面崩壊が発生しやすい。 

以上を踏まえ、斜面への流水を防ぐ比較的安価な対策としてアスカーブ、枕土のう等の設置が考えられる。さらに、

気候変動により豪雨や台風の発生頻度が増えると考えられ、官民学が協力して道路インフラの防災力を高める取り組

みが望まれる。 
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図-4 二本松市の地質分布状況(みちのく GIDAS より引用)   

図-5 地質分布状況の統計  

表-1 被災時の降雨状況  
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